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概要 

著者らは漢字の読み推定の学習・評価用コーパス

として「青空文庫振り仮名注釈付き音声コーパス」

を構築し，2024 年 1 月に国立国会図書館 NDL ラボ

から公開している．音声コーパスの構築においては

音声と元テキストとの間の対応付けの成功率が最終

的なコーパスのサイズに影響を及ぼす．本研究では

対応付けの成功率を高めるため，OpenAIのWhisper

において，専門用語等の未知語の音声認識を高める

目的で使用されるプロンプトを追加し，認識精度の

改善を図ることで，コーパスの拡張を試みた．結果

として 7604 万文字，4617 時間の振り仮名注釈付き

音声コーパスの構築に成功した．本コーパスは近日

の公開を予定している． 

 

1はじめに 

近年の情報アクセシビリティ関連の法律[1, 2]の

施行により，従来の障害者に加えて高齢者，読み書

きの困難者及び日本語の学習者に対しても配慮を求

められるようになってきている．対応すべき情報ア

クセシビリティの中には，書かれている内容を読み

上げソフトウェア等が正しく読めるようにすること

が含まれる．こうした「読み」のアクセシビリティ

の向上のためには，より正確な読みを付与できる機

械学習モデルを開発したり，読みの正確性を検証し

たりするための注釈付きデータセットが必要である． 

筆者らは，OpenAIが 2022 年に公開した高性能な

音声認識モデル Whisper [3]を使って，視覚障害者情

報総合ネットワーク「サピエ」[4]が視覚障害者に提

供する音声デイジーの xml データと青空文庫[5] の

公開作品のテキストデータから振り仮名注釈付き音

 
i https://github.com/ndl-lab 

声コーパスを構築している．具体的には，音声デー

タを文単位で分割して青空文庫のテキストデータ中

の文への対応付けを行い，複数の音声認識候補と，

単語の読み候補を相互に参照して読みの推定を行う．

結果として，漢字の読みの推定情報を持つ，合計

5545 万文字，3520 時間の振り仮名注釈付き音声コ

ーパスを構築した[6, 7]．  

本研究では，人名や専門用語等の未知語をプロン

プトとして与えることにより音声認識精度を高める

手法[8]を用いて，この青空文庫振り仮名注釈付き音

声コーパスの作成元データの音声認識精度を高め，

振り仮名注釈付き音声コーパスの拡張を試みる．音

声認識精度を改善することで，より多くの文につい

て青空文庫のテキストデータと対応づけることがで

きるため，結果として読みを推定できる文を増やす

ことができ，コーパスの拡張に繋がる． 

具体的には，まず，以前行った研究の後で公開さ

れた最新の音声認識モデル（large-v3）を用いて，音

声認識を再実行し，音声認識を行った結果と青空文

庫のテキストの対応を取り，読みの推定を行った．

次に，読みが推定できなかった連続した音声認識結

果をそれぞれまとめ，対応する青空文庫のテキスト

を求めた．Whisper のプロンプトとして与えられる

トークンの数には制限があるため，テキストが短い

ときはそのまま与え，長いときは，青空文庫のテキ

ストと音声認識結果を比較して誤りの多い形態素の

上位をプロンプトとした． 

これらの手順によってコーパスの再構築を行った

結果，含まれる録音時間が 3520 時間から 4617 時間

へと増加した（本 3686 冊，7604 万文字分）．これ

らを新バージョンの青空文庫振り仮名注釈付き音声

コーパスとして国立国会図書館 NDL ラボiから近日

公開する予定である．  
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2 関連研究 

漢字の読み推定を機械学習で扱うためには，漢字

ごとに正しい読みの振り仮名が付いた学習事例が必

要となる．そのため，機械学習の適用に耐えうる規

模の言語資源を整備することが求められている． 

漢字の読み推定は，形態素解析，仮名漢字変換，

音声合成などのタスクと関連して，学習データの構

築に焦点を当てて研究が行われてきた[9, 10, 11]．読

み推定と同様に，単語単位の分類問題として定式化

される語義曖昧性解消タスクでは，事前学習済みモ

デルである BERTの利用による性能改善が報告され

ている[12, 13, 14]．近年では，音声コーパスや音声デ

ータを使用して，読みに関する研究が行われてきて

いる．小林らは，「日本語話し言葉コーパス」の訓

練データの不足を，疑似訓練データを追加すること

により，同形異音語の読み推定での有効性を調査し

ている[15]．増山らは，「国会審議映像検索システム」

により，同期された音声とテキストから，同形異音

語の出現数を分析している[16]．Yinらは，テレビの

字幕と音声データから，約 3.5 万時間の大規模な音

声コーパスを構築して公開している[17]． 

音声認識の精度向上の一つの手法として，人名や

専門用語等の未知語をプロンプトに追加する手法が

提案されている．Whisper では話者分離に利用する

研究[18]もあり，また OpenAIからプロンプト利用の

ためのガイドも公開されている． 

筆者らは，振り仮名注釈コーパスを構築し，複数

の同形異音語の読みの推定を行っている[19, 20]，ま

た音声データから音声認識により，振り仮名注釈コ

ーパスの構築を試みている[6]． 

 

3 予備実験 

Whisper には 1 つ前のセグメントの音声認識結果

であるテキストを文脈情報としてプロンプトで考慮

して音声認識を行う機能があるが，このプロンプト

には実際は任意のテキストを追加することができる

（以下，「ユーザープロンプト」という）．本研究

においては，音声に対応するテキストを青空文庫か

ら取得することができるため，取得した情報をユー

ザープロンプトとして入力することで音声認識精度

をさらに改善することができる． 

音声認識精度の改善の読み推定への効果を確かめ

るため，下記の予備実験を行った．予備実験用音声

データとして，レアゾン・ヒューマンインタラクシ

ョン研究所が公開している字幕放送から音声と字幕

を抽出した音声コーパスである ReazonSpeech [17]を

利用した．音声認識の精度評価は一般的には文字誤

り率や単語誤り率で行われるが，本研究では音声認

識の改善が読み推定にもたらす影響に関心がある．

そこで，このコーパスの先頭 1000 文に対して，ユー

ザープロンプト有りとなしで音声認識を行い，先行

研究[6]の読みの推定の手法を用いて，結果を漢字の

読みの推定ができた行数でその効果を評価した．例

えば，「金」を「鐘」と音声認識しても読みの「か

ね」が推定できるため，必ずしも音声認識の誤りが

読み推定の成功を妨げないことに注意されたい． 

音声認識に利用した Whisper はバージョン : 

20240930，モデル : large-v3-turbo, オプション : 

beam_size=5 である．なお，本研究では Whisper の

decording.py を修正し，出力過程の認識候補を複数取

得できるように変更している．ユーザープロンプト

としては，字幕をそのまま与えた． 

このようにして音声認識を行い，漢字を含む行

851 行に対して読みの推定を行えた行数を数えると， 

  ユーザープロンプト有り: 463 行 

  ユーザープロンプト無し: 375 行 

でありユーザープロンプト有りの方が優れた結果

を示した． 

例えば，「心」は「しん」と「こころ」の読みが

あり，音声認識で，もしどちらの読みかを推定でき

ないときは，上記の例のように「こころ」の読みを

プロンプトで与えることにより，読みの推定精度の

向上が期待できる．実際，音声認識結果が「夏目漱

石著 心」となる，音声データに対して，音声認識を

行う際，「夏目漱石著 こころ」とユーザープロンプ

トを与えると，「心」が「こころ」と音声認識され

た．ユーザープロンプトに読みの情報を付与するこ

とで，漢字の読みの推定精度の改善に効果があると

推察される． 

 

4振り仮名注釈付き音声コーパスの

再構築 
本節では，まず既に構築・公開した振り仮名注釈

付き音声コーパス[6]における構築手法を概説し，

次に本研究の検討手法であるプロンプトを用いて音

声認識を行い，漢字の読みを推定する構築手法を説

明する． 
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著者名
作品数

(重複あり)

作品数

(重複無し)

合計の

青空文字数
文字収集率

収集した

文字数

収集した

録音時間

2024年1月 73 50 5075712 0.712 3616410 242

2025年1月

プロンプト無し
83 51 5465052 0.762 4165207 282

2025年1月

プロンプト追加
83 51 5465052 0.85 4644174 308

2024年1月 251 94 13121992 0.701 9195783 607

2025年1月

プロンプト無し
270 97 13870266 0.752 10432939 680

2025年1月

プロンプト追加
273 97 14094706 0.811 11426523 720

夏目漱石

江戸川乱歩

4.1 前回の青空振り仮名注釈付き音声コー

パスの構築手法 

「サピエ」の音声デイジーの音声データと，青空文

庫のテキストデータを使用して，読みの推定を行っ

た．手順は以下の通りである．  

 音声デイジー[21]の xmlを解析し，目次を取得

し，文単位の音声データの開始・終了時刻を収

集する 

 音声データの分単位での分割を行う 

 Whisperによる音声認識と認識候補の収集を行う 

 音声認識結果のテキストから注記等を削除する 

 青空文庫テキストの前処理で，ルビ，入力注の

削除し，見出し，ルビのデータを収集する 

 目次と見出しの情報から，青空文庫と音声デイ

ジーの本と章の対応を取る 

 編集距離等の情報から，音声データと青空文庫

テキストの文の対応を取る 

 読み辞書と音声認識結果から得られた複数候補

を組み合わせることで読みの推定を行う 

 

4.2 プロンプトを用いた青空振り仮名注釈

付き音声コーパスの構築手法 

ユーザープロンプトを用いて音声認識を行う際は，

その音声データに対応した青空文庫のテキストをユ

ーザープロンプトにするのが最も効果的であると期

待できる．このため，まず音声認識を行い，音声デ

ータと青空文庫の文の対応を取る．前回構築したコ

ーパスに対して，Whisperのバージョン 20231117で，

モデルを mediumから，最も認識精度の高い large-v3

に変更して，音声認識と読みの推定を行った．この

とき，形態素解析器は MeCab-ipadic-neologd [22, 23]

から，sudachi [24]に変更した．sudachi のバージョン

は 0.6.8 で，辞書を full (20241021)で，分割モードは

人間に自然なレベルの B で行った． 

次にユーザープロンプトによる処理を行う．既に

読みの推定ができたところは，そのまま採用する．

読みの推定ができなかったところは，それらが連続

した箇所を一つにまとめ，一つの領域とする．この

領域の前後は読みの推定ができているため，この領

域全体では音声データと青空文庫が対応していると

みなすことができるので，この領域に対してユーザ

ープロンプトのデータを作成する．この青空文庫の

文字数が短いとき，具体的には 100 文字以下のとき，

それをそのままユーザープロンプトとする．100 文

字以上のときは，形態素に分解し，形態素の青空文

庫の出現数から音声認識結果の出現数の差を取り，

最大 50 個までをユーザープロンプトとする．

Whisper のプロンプトとして与えられる最大数は

224 トークンである．なお，ひらがなだけの形態素

と助詞は無視している．Whisper のバージョンは

20240930 で，新たにサポートされたモデルの large-

v3-turboで行った．このモデルは，large-v3に比べて，

デコーダ層を 32 から 4 に削減することで，精度は

若干犠牲にして処理速度を改善したものである．以

上により，読み推定ができなかった領域で，先ほど

求めたユーザープロンプト付きで音声認識を行い，

音声認識結果と青空文庫の文の対応付けを行い，新

たに対応がついた文について音声認識の複数候補を

参照しながら読みの推定を行う． 

 

4.3 構築したコーパスの統計情報 

個々の作品に対し，収集した文の文字数の全体の

文字数に対する割合を収集率として定義したとき，

収集率が 50%以上の作品は，作家数 128人，作品数

(重複タイトル有り) 3686 冊，文字数 7604 万文字で

あった．コーパスの再構築により，録音時間 3520時

間が 4617時間になった． 

表 1は全コーパス，表 2 は二人の作家について，

先行研究と本研究のコーパス構築結果を比較したも

のである．表からプロンプトの追加により収集率が

大きく改善したことがわかる．また Whisper のモデ

ルや形態素解析器の変更も収集率の改善に寄与した． 

 

表 1 収集した全部の文字数と録音時間 

 

 

表 2 作家別の文字数と録音時間 

 

 

 

 

 

 

作家数
作品数(重複

タイトル有り)
文字数 録音時間

2024年1月 118人 3252冊 5545万文字 3520時間

2025年1月 プロンプト無し 126人 3641冊 6793万文字 4212時間

2025年1月 プロンプト追加 128人 3686冊 7604万文字 4617時間
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5 考察 

本節では，提案手法が振り仮名付き注釈付き音声

コーパスの拡張に貢献した要因を考察し，さらに

ReazonSpeech での読み推定の課題を報告する．今

回，青空文庫の新規に公開された約 1年分の作品を

取り込んでいるが，対応する音声デイジーが少ない

ため，収録時間の増加への寄与は少ない．収録時間

が増えた主な理由は，下記の 3点によると考えられ

る． 

 1点目は，Whisperのモデルを mediumからより

高精度の音声認識モデルに変更したことにより音声

認識結果の品質が改善したことにあると考えられ

る．音声デイジーと青空文庫のテキストの文の対応

付けの成功率が改善したことで，読みの推定精度も

向上したと考えられる．例えば，文の途中で誤って

いた単語の 2文字が正解になることにより，その前

後を含めてより長い文字列が一致することになり，

文の対応付けの成功率が向上する 

 2点目は，ユーザープロンプトの導入により音声

認識精度が改善したことで，1点目と同様に音声デ

イジーと青空文庫のテキストの文の対応付けの成功

率が改善したためと考えられる． 

 3点目は，読みが推定できなかった領域に対して

再度音声認識を行うことにより，幻覚の影響を低減

できたことにあると考えられる．幻覚は色々なタイ

プがあるが，たとえば，同じ単語を大量に繰り返す

幻覚があり，「こんにちは」が「こんにちはこんに

ちはこんにちは...」と大量に繰り返すと文の対応が

困難になる．このように稀に発生する幻覚によって

関係ない文字列が大量に出力された場合，正解テキ

ストデータとの対応付けに失敗するが，複数回音声

認識を行ったことで，幻覚を含まない出力が得られ

た可能性がある． 

 ReazonSpeech の音声コーパスのデータセット all

は 3.5万時間，219,32,215文から構成されており，

大規模振り仮名注釈コーパス構築の有力な候補とな

りうる．予備実験で振り仮名推定を行った結果で

は，読み推定で正解とみなすことができた文の割合

は 54%であり，更なる読みの推定の向上が必要で

ある．今後は，漢字以外の部分の音声認識誤りを無

視し，またユーザープロンプトの与え方を工夫し

て，この収集率を増やそうと思っている． 

 

6 おわりに 

 本論文では，OpenAIのWhisperにプロンプトデ

ータを与えて音声認識を行うことにより，音声デイ

ジーの音声データと青空文庫のテキストを元にした

音声コーパスが 7604万文字，4617時間に拡張でき

た．今後も，単語の読みの推定の精度の改善の手法

の検討と，コーパスの拡充を行いたいと考えてい

る． 
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